
はじめに

白山山頂部および周辺の火山体斜面や平坦地に

は，新白山火山の活動でも比較的新しい時期の噴出

物と考えられる火山岩塊が多数分布している。これ

ら岩塊の表面にはパン皮状またはジグソーパズル状

の節理がみられ，またその内部には放射状の冷却節

理が発達することから，高温状態にある本質物質が

空中に投げ出されて堆積，もしくは小規模な火砕流

となって斜面を流れ下ってきたものと解釈されてい

る（Yamasaki et al.，1964；長岡ほか，1985；守屋，

1992； 野，2001）。

酒寄・水出（2001）や酒寄ほか（2004）は，これ

らの火山岩塊の中から，高温状態を保ったまま現在

の場所に堆積して冷却節理形成後は著しく動いてい

ないと判断されるものを選び出し，それらを“本質

岩塊”と呼んで岩石記載を行った。今回，本質岩塊

について，17試料の全岩主要元素組成を求めるとと

もに，新たに10試料のモード組成分析を行った。こ

れらのデータを検討した結果，本質岩塊が岩石学的

性質の異なる 3タイプの岩石から構成されているこ

とが明らかになったので報告する。

試料採取地点およびモード組成

酒寄ほか（2004）は山頂部とその周辺に分布する

本質岩塊を，分布地域によってA～Fの 6 グループ

に分けて記載しており，小論でもこのグループ分け

に従って記述する。各グループの分布地域は，Aグ

ループが翠ヶ池の西側周辺や北東側の緩斜面，Bグ

ループは山頂西側の千才谷上流域，Cグループは御

前峰の南西斜面や南南西の沢沿いの低地（通称，水

屋尻雪渓），Dグループは室堂ビジターセンター東

側の万才谷最上流部，Eグループは御前峰から南竜

ヶ馬場に向かって流下した溶岩の上面，Fグループ

は御前峰南方の弥陀ヶ原であり，通称“黒ボコ岩”

はこのグループに属する。このうち，Aグループの

本質岩塊は，古文書の記録から，1554年に翠ヶ池火

口で発生した熱雲による堆積物と解釈されている

（Yamasaki et al.，1964）。

図 1 にモード組成分析に用いた本質岩塊試料の採

取地点を，表 1にモード組成を示す。31試料のうち

21試料は，すでに酒寄・水出（2001）および酒寄ほ

か（2004）で公表されているものである。なお，酒

寄ほか（2004）によるAグループの試料A-3 は，火

山岩塊ではなく溶岩であることが判明したため，こ
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こには示してない。

本研究では，Cグループから 2個，DグループとE

グループから各 1 個ずつ，Fグループから 6 個の計

10個の本質岩塊試料について，新たにモード組成分

析を行った。モード組成分析に際しては，酒寄・水

出（2001）および酒寄ほか（2004）の基準に従って，

0.5mm以上の鉱物を斑晶，0.5～0.05mmのものを微

斑晶，0.05mm未満を石基とした。

今回新たに分析した試料の顕微鏡下での性質は，

酒寄ほか（2004）が報告した岩石記載と同様である。

分析試料には，斑晶として斜長石，斜方輝石，およ

びホルンブレンドが常に含まれる。これらのほかに，

不透明鉱物，石英，カンラン石，および黒雲母の斑

晶が観察される場合もある。微斑晶を構成する主な

ものは，斜長石，斜方輝石，ホルンブレンド，不透

明鉱物，およびオージャイトであり，石英，カンラ

ン石，黒雲母，燐灰石，およびジルコンが少量ある

いは微量に認められる。石基は斜長石，斜方輝石，

オージャイト，不透明鉱物，シリカ鉱物，燐灰石，

ガラスなどから構成され，インターサータル組織を

呈する。

全岩主要元素組成

本質岩塊の17試料について，全岩主要10元素（Si，

Ti，Al，Fe，Mn，Mg，Ca，Na，K，P）組成を分

析した。分析試料の内訳は，AグループからA-1，

-4，-5 の 3 試料，BグループからB-1 の 1 試料，Cグ

ループからC-1，-2，-3 の 3 試料，DグループからD-

1，-2，-3 の 3 試料，EグループからE-1，-2，-3 の 3

試料，FグループからF-1，-2，-3，-6 の 4 試料であ

る。分析は，秋田大学のPHILIPS社製PW2404型蛍

光X線分析装置を用い，サンプル：融剤（MERCK

社製スペクトロメルト）重量比が 1：10の溶融ガラ

スビード法で行った。表 2に分析結果を示す。

以下の議論および図で使用する組成には，試料間

の比較を厳密にするため，全鉄をFeOとし，主要元
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図１　本質岩塊の分析試料採取地点

酒寄・水出（2001）および酒寄ほか（2004）による分析試料も表示した。地図は国土地理院発行の 1：25000地形図「白山」を使用した。
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表１　本質岩塊試料のモード組成

gm＝石基，ph＝斑晶，mph＝微斑晶，pl＝斜長石，opx＝斜方輝石，ho＝ホルンブレンド，opaq＝不透明鉱物，aug＝オージャイト，
qz＝石英，ol＝カンラン石，bt＝黒雲母，apa＝燐灰石，zir＝ジルコン，tr＝微量（0.1vol.%未満），－＝未確認。斑晶，微斑晶，および石
基の基準は本文参照のこと。数値はすべてvol.%表示である。酒寄・水出（2001）および酒寄ほか（2004）による分析値（A-1～5，B-1，C-
1～3，D-1～3，E-1～3，F-1～7）も掲載した。



素組成10成分（酸化物）の合計が100wt.%になるよ

うに再計算した値を用いた。分析試料のSiO2量は互

いに近い値を示し，61.5～62.9wt.%の範囲に収まる。

化学組成に基づく分類に従うと，分析試料はすべて，

中カリウム・カルクアルカリ系列に属する安山岩で

ある（図 2）。

分析した試料は，SiO2wt.%に対する他元素および

FeO＊/MgO比の値と組成変化トレンドをもとに 3

種類に分けられる。1つはAグループとBグループの

試料で，他グループのものよりCaOに明瞭に富み，

P2O5に乏しい（図 2 ）。また，FeO＊/MgO比は他の

ものに比べてやや低く，SiO2の増加に伴いわずかな

がら増加する。なお，Bグループ唯一の分析試料で

あるB-1はAグループの試料A-1ときわめて類似した

組成をもち，化学組成上はAグループの試料と区別

できない。

AグループとBグループを除いたC～Fグループは，

さらにC～EグループとF3 を除いたFグループに分

けられる（図 3 ）。C～Eの各グループの試料は，グ

ループ間でSiO2量にわずかながら違いもみられる

が，全体で一連の組成トレンドを形成していると見

なせる。F-3 以外のFグループの 3 試料は，試料数

は少ないが組成トレンドを形成しており，C～Eグ

ループのものと比較してK2Oに乏しく，MgOに富み，

かつFeO＊/MgO比の小さな組成トレンドを形成す

る。Fグループに属する試料F-3 は，同グループの

他の 3試料とは異なる組成を示し，すべての主要元

素組成において，C～Eグループの試料による組成

領域内にプロットされる。以上，今回分析した試料

の全岩化学組成から，AとBグループ，C～Eグルー

プ（F-3 を含む），およびF-3 を除いたFグループに

よる計 3種類の組成トレンドを識別することができ

る。

岩石学的性質によるタイプ分け

酒寄・水出（2001）や酒寄ほか（2004）は，Aグ

ループおよびBグループの試料が，他の本質岩塊試

料よりオージャイト微斑晶に顕著に富む特徴をもつ

ことを指摘している。そこで，全岩主要元素組成で

みられた違いと顕微鏡下での性質との対応関係につ

いて検討を行った。

図 4は，オージャイト微斑晶と斜長石微斑晶の各

モード組成による散布図である。この図では，試料

間の総斑晶量の違い（22～42vol.%）による影響を除

去するため，表 1のデータから斑晶を除いて微斑晶

と石基の合計を100vol.%に再計算した値を使用した。

酒寄・水出（2001）や酒寄ほか（2004）がすでに指

摘しているように，AとBグループの試料はオージ

ャイト微斑晶に富む特徴をもつため，図 4 aにおい

て，それらはC～Eグループのものと明瞭に区別で

きる。そこで便宜上，図 4 aにおいてAとBグルー

プの試料による組成領域の下限（m-m’）とC～Eグ

ループの試料による組成領域の上限（n-n’）をそれ

ぞれ設定し，線分m-m’より上にプロットされるも
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表２　本質岩塊試料の全岩主要元素組成

sample no.
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F-1

F-2

F-3

F-6

SiO2 TiO2 Al2O3 FeO* MnO MgO CaO Na2O K2O P2O5 Total FeO*/MgO

61.70

61.48
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図２　本質岩塊試料の主要元素組成およびFeO＊/MgO比の変化図
図に用いた組成は，主要元素組成10成分（酸化物）の合計が100wt.%になるように再計算した値である。高カリウム系列と中カリウム系
列の境界は，Le Maitre（2002）に従った。ソレアイト系列とカルクアルカリ系列の境界は，Miyashiro（1974）による。



のをタイプ 1，線分n-n’より下の領域のものをタイ

プ 2，これら 2 つの線分の間に落ちるものをタイプ

3 とそれぞれ呼ぶことにする。このタイプ分けをし

た図にFグループの分析値をプロットしたのが，図

4 bである。Fグループの分析値13個のうち，10個

がタイプ 3 の領域にプロットされる。一方，F-3，

-4，-13の 3 個の分析値は，タイプ 2の領域に落ちる。

これら 3 個の試料のうちF-3 は全岩化学組成の分析

試料でもあり，前述のように，C～Eグループの試

料と類似した主要元素組成を有している。以上のよ

うに，図 2や 3 において識別された全岩化学組成ト

レンドの違いは，モード組成にも反映しており，図

4のタイプ分けに対応している。

岩石学的タイプと地理的分布

モード組成分析を行った本質岩塊試料を図 4の基

準に従ってタイプ 1～ 3 に分け，地図上にそれぞれ

示したのが図 5である。タイプ 1に属する本質岩塊

は，御前峰の北側および西側の地域に，タイプ 2と

3 の本質岩塊は御前峰の南西～南側の山体斜面およ

び平坦地に分布している。タイプ 2の本質岩塊は主

に室堂平周辺から東方の緩斜面（標高約2 ,400～

2,450m）に堆積し，その一部は弥陀ヶ原にもみられ

るのに対して，タイプ 3のものは弥陀ヶ原の平坦地

（標高約2,320～2,350m）にのみ分布している。

図 5は，各タイプの本質岩塊が地理的にも分けら

れ，本質岩塊をもたらした 3種類のマグマが異なる
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図３　本質岩塊試料（C～Fグループ）のK2O vs. SiO2図a，MgO vs. SiO2図b，FeO＊/MgO vs. SiO2図c

図に用いた組成は，主要元素組成10成分（酸化物）の合計が100wt.%になるように再計算した値である。図中のF-3は試料
番号を表す（本文参照）。



噴出中心を有していた可能性を示唆している。タイ

プ 1 に属するAグループの本質岩塊については，御

前峰と大汝峰との間に形成された翠ヶ池火口が噴出

源とされており（Yamasaki et al.，1964；長岡ほか，

1985），同タイプのBグループの岩塊に関しても翠

ヶ池火口をはじめとする山頂部の小火口群起源と考

えられている（長岡ほか，1985）。Aグループの分

析試料とBグループのものは全岩化学組成およびモ

ード組成に関して同じ性質を示し，岩石学的にはと

もに同一の噴火による産物と考えても矛盾しない。

タイプ 2に属する本質岩塊は，複数の供給源から

由来した噴出物によって構成されている可能性もあ

るが，本質岩塊の主な分布域が翠ヶ池火口やその周

辺の小火口群とは御前峰や尾根によって隔てられて

いることから，それらの供給源は御前峰付近および

それより南側の地域に存在していたと推定される。

さらに，タイプ 2の本質岩塊の分布は，それらの噴

出物の一部が弥陀ヶ原にまで達していたことも示し

ている。

タイプ 3 に属する黒ボコ岩（F-6）やその周辺の

本質岩塊については，これまで，山頂付近から火砕

流（熱雲）によって運ばれてきたとされてきた

（Yamasaki et al.，1964）。しかしながら，タイプ 3

の本質岩塊は弥陀ヶ原より山頂側の地域では見つか

っておらず，また弥陀ヶ原南縁の地形的な高まり上

にも同質の巨大岩塊が分布することなどから，それ

らの噴出中心が弥陀ヶ原近傍に存在していた可能性

も考えられる。タイプ 2と 3 の本質岩塊の供給源お

よび噴出時期については，今後の調査研究課題であ

る。

摘　　要

白山山頂部周辺の山体表面に分布する火山岩塊の

うち，冷却後ほとんど移動していないと思われるも

の（本質岩塊）について全岩主要元素組成を求めた。

分析した17試料は61.5～62.9wt.% SiO2組成をもち，

SiO2に対するCaOやK2Oなどの組成変化図から，3

種類の組成トレンドを識別できる。化学組成トレン

ドの違いは，オージャイト微斑晶と斜長石微斑晶の

モード組成の散布図における多様性とも対応し，本
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図４　本質岩塊試料のオージャイト（aug）微斑晶と斜長石（pl）微斑晶のモード組成
図に用いた組成は，斑晶を除いて，微斑晶と石基の合計を100vol.%に再計算した値である。線分m-m’はAとB
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分けられた岩石学的タイプの名称である。



質岩塊試料は 3 つの岩石学的タイプに分けられる。

各タイプの本質岩塊は地理的にも異なる分布を示す

ことから，それぞれ異なる活動中心を有した3種類

のマグマの活動によってもたらされた可能性が考え

られる。
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図５　タイプ分けした本質岩塊試料の地理的分布

タイプ１～３については，本文および図４を参照。


